


























































場させるソンタグの戯曲 Alice in Bed を比較文学的に論じ、主軸をソンタグの批評と創作的実践
に移し、ソンタグの残した言論の全体的な研究を行いたい。それはソンタグの研究であると同時















 ソンタグは Alice in Bed において女性であるがゆえに自我の掌握に苦悩するアリスを描くが、
アイデンティティの探究はソンタグの他の主要な文学作品のテーマでもある。すべての小説を研







哲学や心理学の成果も利用して、Illness and Metaphor(1978)、AIDS and Its Metaphors(1988)、


































“A Comparative study of European and American Influences on the Early Japanese Feminism” 
（2016年 7月 International Comparative Literature Association） 
 
また、フェミニズムのイコンとしてのマーガレット・フラー像について、2017 年 5 月に Boston











ミニズムの戦略として「ペルソナ」と「演技」をキーワードに、Alice in Bed を基軸として、広
くアメリカ文学に視点を拡大してまとめ、書籍のかたちで公表することを計画し、執筆を継続中
である。ソンタグが複数のペルソナを登場させることによって、ドルシラ・コーネルの説く「イ
マジナリーな領域」を文学的に実現しようとしていることを多角的に論じ、その論点からヘミン
グウェイやホーソーンが描いた女性たちの声を探し、新たな読解の可能性を示したいと考えてい
る。 
